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決算及び基金運用状況審査意見について 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定

により、審査に付された令和２年度鹿角市一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決

算及び附属書類並びに令和２年度各基金の運用状況を審査したので、その結果について、

次のとおり意見書を提出する。 
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令和２年度鹿角市各会計決算及び各基金運用状況審査意見 

 

１ 審査の対象 

  令和２年度 一般会計歳入歳出決算 

  令和２年度 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

  令和２年度 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

  令和２年度 介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

  令和２年度 用品調達基金運用状況 

  令和２年度 高額療養費貸付基金運用状況 

  令和２年度 特別導入事業貸付牛購入基金運用状況 

令和２年度 ときめき家畜導入資金貸付基金運用状況 

  令和２年度 かづの牛導入資金貸付基金運用状況 

令和２年度 鹿角市奨学資金貸付基金運用状況 

 

２ 審査の期間 

  令和３年６月２９日から令和３年８月３１日まで 

 

３ 審査の方法 

(１) 市長から送付された令和２年度一般会計、各特別会計歳入歳出決算書、同歳入 

  歳出事項別明細書及び実質収支に関する調書並びに財産に関する調書について、 

  歳入歳出決算計数の審査を行い、決算の内容及び予算執行状況の適否並びに財産管 

  理及び物品の出納、保管の適否について審査した。 

   審査にあたっては、各課等から提出された資料をもとに、関係職員の説明を求め、  

  その所管責任にかかわる関係帳簿及び証書類と照合するとともに、例月出納検査等 

  の結果を参考にして審査した。 

(２) 基金は、運用報告書に基づいて、証書類及び諸帳簿と照合するとともに、関係職 

員の説明を求め、内容の確認及び運用状況の適否について審査した。 
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４ 審査の結果 

（１） 審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附属書類は、関係法令の諸規定に準拠

して作成され、かつ、それらの計数は正確であると認められた。 

また、決算の内容及び予算執行状況については、おおむね適正であると認められ

た。 

（２） 基金は、設置の目的に従って運用され、計数も正確であると認められた。 

 (３)  各会計決算の内容、予算執行の状況及び基金運用の概要並びに所見は、後述のと 

おりである。 

なお、審査時点において見受けられた事務的に留意を要する点については、審査 

の過程で関係職員に口頭で指示したので、内容の記述は省略する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例 

 

１ 文中及び各表中の千円単位の金額、比率は、

原則として表示単位未満を四捨五入した。 

  なお、その結果、表中及び文中の計算値が一

致しない場合がある。 

２ すう勢比率は、平成２８年度または平成３０

年度を100％として、各年度に占める割合を表

示した。 
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各 会 計 の 総 括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



各 会 計 の 総 括 

 

１ 決算の概況 

  令和２年度一般会計及び特別会計の決算総額は、 

歳 入 32,055,713,208円（予算現額に対する割合 98.4％） 

歳 出 31,375,864,828円（予算現額に対する割合 96.3％） 

  であり、総額及び一般会計と特別会計（各特別会計の合計）のそれぞれの決算の収支

状況は以下のとおりである。 

 

【 Ａ 総  額 （Ｂ＋Ｃ）】                    （単位：円･％） 

区     分 令和元年度 令和２年度 
前 年 度 比 較 

増 減 額 増減率 

予 算 現 額 28,900,923,840 32,590,968,840 3,690,045,000 12.8 

歳 入 決 算 額 28,223,265,934 32,055,713,208 3,832,447,274 13.6 

歳 出 決 算 額 27,767,800,220 31,375,864,828 3,608,064,608 13.0 

歳 入 歳 出 差 引 額 455,465,714 679,848,380 224,382,666 49.3 

【 Ｂ 一般会計 】                         （単位：円･％） 

区     分 令和元年度 令和２年度 
前 年 度 比 較 

増 減 額 増減率 

予 算 現 額 19,319,277,840 23,911,464,840 4,592,187,000 23.8 

歳 入 決 算 額 18,630,792,347 23,289,257,099 4,658,464,752 25.0 

歳 出 決 算 額 18,345,367,523 22,820,679,932 4,475,312,409 24.4 

歳 入 歳 出 差 引 額 285,424,824 468,577,167 183,152,343 64.2 

【 Ｃ 特別会計 】                         （単位：円･％） 

区     分 令和元年度 令和２年度 
前 年 度 比 較 

増 減 額 増減率 

予 算 現 額 9,581,646,000 8,679,504,000 -902,142,000 -9.4 

歳 入 決 算 額 9,592,473,587 8,766,456,109 -826,017,478 -8.6 

歳 出 決 算 額 9,422,432,697 8,555,184,896 -867,247,801 -9.2 

歳 入 歳 出 差 引 額 170,040,890 211,271,213 41,230,323 24.2 
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２ 各会計決算総括表 
 

区  分 

会 計  別 

歳 入 総 額 

（Ａ） 

歳 出 総 額 

（Ｂ） 

一 般 会 計 23,289,257,099 22,820,679,932 

特 別 会 計 8,766,456,109 8,555,184,896 

内 
 
 

訳 

国 民 健 康 保 険 事 業 3,469,066,446 3,338,440,713 

後 期 高 齢 者 医 療 414,043,222 413,924,925 

介 護 保 険 事 業 4,883,346,441 4,802,819,258 

合       計 32,055,713,208 31,375,864,828 

 

 

３ 財政規模の推移（５ヵ年） 
 

区  分 
予算現額 

（Ａ） 
歳入決算額 

（Ｂ） 

歳出決算額 
（Ｃ） 

差引残額 
(Ｂ)－(Ｃ) 

(Ｄ) 

平成 28 年度 28,947,962,000 28,685,370,790 28,045,614,540 639,756,250 

平成 29 年度 29,830,717,000 28,868,021,860 28,052,481,984 815,539,876 

平成 30 年度 29,948,906,000 29,254,198,636 28,729,311,872 524,886,764 

  令和元年度(a) 28,900,923,840 28,223,265,934 27,767,800,220 455,465,714 

   令和２年度(b) 32,590,968,840 32,055,713,208 31,375,864,828 679,848,380 

比較増減(b)-(a) (c) 3,690,045,000 3,832,447,274 3,608,064,608 224,382,666 

増 減 率 (c)/(a) 12.8 13.6 13.0 49.3 
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                                    (単位：円) 

差  引  額 

(Ａ)－(Ｂ)（Ｃ) 

翌年度繰越財源 

（Ｄ） 

実 質 収 支 額 

(Ｃ)－(Ｄ) 

区  分 

 

会 計  別 

468,577,167 49,831,000 418,746,167 一 般 会 計 

211,271,213 0 211,271,213 特 別 会 計 

130,625,733 0 130,625,733 国 民 健 康 保 険 事 業 内 
 

 

訳 

118,297 0 118,297 後 期 高 齢 者 医 療 

80,527,183 0 80,527,183 介 護 保 険 事 業 

679,848,380 49,831,000 630,017,380 合          計 

 
 

 

                                 (単位：円･％) 

す う 勢 比 率 予 算 と 

残 額 比 率 

(Ｄ)／(Ａ) 

歳 入 と 

歳 出 比 率 

(Ｃ)／(Ｂ) 

 

  区  分 
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） 

100.0 100.0 100.0 2.2 97.8 平成 28 年度 

103.0 100.6 100.0 2.7 97.2 平成 29 年度 

103.5 102.0 102.4 1.8 98.2 平成 30 年度 

99.8 98.4 99.0 1.6 98.4   令和元年度(a) 

112.6 111.7 111.9 2.1 97.9    令和２年度(b) 

     比較増減(b)-(a) (c) 

     増 減 率 (c)/(a) 
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